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鎌
贈

 チ
カ
ン
駐
日
大
使

 ■
ヴ
ス
テ
ン

 バ
チ
カ
ン
駐
日
大
使
、
ブ
ル

 ノ
●
ヴ
ス
テ
ン
ベ
ル
グ
大
司
教

 は
、
前
大
使
マ
リ
オ
ゼ
カ
ー
ニ

 ャ
大
司
教
が
哉
ー
ゴ
通
ス
ラ
ビ

 ア
駐
在
教
皇
使
節
と
し
て
蔵
出

 き
れ
た
後
任
と
し
て
、
,昨
年
十

 月
二
十
五
目
、
パ
ウ
ロ
六
世
教

 皇
に
よ
り
任
命
き
れ
、
き
る
二

 月
二
十
八
目
来
目
さ
れ
た
。

 新
大
使
は
一
九
一
二
年
、
ド
イ
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 ベ
ル
グ
大
司
教
着
任

 ツ
の
ケ
ル
.ン
の
生
れ
・
で
、
三
八

 年
三
月
司
祭
に
な
り
、
四
二
年
h

 か
ら
教
皇
庁
国
務
省
に
勤
務
さ

 れ
て
い
た
ρ

 新
大
使
は
到
着
す
る
と
す
ぐ
、

 次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
の

 べ
ら
れ
た
。

 新
大
使
の
メ
ッ
噌
,ー
ジ

 こ
の
度
来
日
の
機
会
を
、
得
、

 し
か
も
本
日
多
数
の
お
出
迎
え

 を
受
け
ま
し
た
こ
と
を
光
栄
に

 思
い
、
心
か
ら
み
な
き
ま
に
感

 謝
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
て
得

 ま
し
た
み
な
き
ま
と
の
貴
重
な

 結
び
つ
き
は
、
い
う
ま
で
も
な

 く
明
る
い
将
来
へ
の
始
ま
り
で

 あ
る
と
信
じ
ま
す
。
極
東
を
訪

 ず
れ
た
の
は
私
に
と
り
今
度
が

[

 し
た
い
と
思
い
ま
す
。
,

 ロ
ー
マ
教
皇
パ
,ウ
ロ
六
世
の

 特
使
と
し
て
、
,高
貴
な
日
本
国

 民
に
、
教
皇
の
尊
敬
と
愛
を
お

 伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
カ

 ト
リ
ッ
ク
関
係
者
だ
け
で
な

 く
、
日
本
発
展
に
誠
実
な
よ
き

 市
民
と
ル
て
貢
献
し
て
い
る
国

 民
の
み
な
き
ま
方
に
も
、
教
皇

 の
文
化
に
対
す
る
思
慮
と
そ
の

 社
会
的
必
要
性
を
.も
お
伝
え
し

 ま
す
。
ま
た
私
個
人
と
レ
て

 も
、
世
界
の
人
び
と
が
ひ
と
し

 く
願
っ
て
い
る
平
和
に
、
偉
大

 な
る
日
本
国
民
が
尽
く
す
に
あ

 ,た
っ
て
ギ
ま
た
尊
敬
と
賞
讃
と

 始
め
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ゆ

 く
手
に
希
望
の
満
ち
た
も
の
を

 確
信
し
て
い
ま
す
。

 い
ま
ま
で
私
は
、
小
ろ
い
ろ

 な
意
味
で
東
洋
を
代
表
す
る
日

 本
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
、
そ

 し
て
多
く
の
賞
讃
に
値
い
す
る

 も
の
が
あ
る
こ
と
施
・
知
り
ま
し

 た
が
今
後
も
日
本
に
つ
い
て
ま

 す
ま
す
,多
く
の
知
識
布
.積
ん
で

 い
き
た
い
乏
.思
い
ま
す
。
日
本

 に
は
永
年
牝
わ
た
る
古
い
文
化

 の
伝
統
が
あ
り
、
地
方
近
代
的

 発
展
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ

 .り
、
ま
こ
と
に
優
れ
た
国
で
あ

 り
ま
す
。
私
は
、
日
本
の
こ
の

 偉
大
な
宝
を
、
一
で
き
る
だ
け
深

 く
認
識
す
る
よ
う
最
善
を
尽
く

 愛
に
よ
る
人
び
と
の
間
の
相
互

 琿
.解
を
増
、
す
よ
う
に
一
層
協
力

 し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
生
ま
れ
の

 私
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
日
本
と

 特
別
な
縁
が
あ
り
ま
す
。
す
で

 に
み
な
き
ま
が
ご
存
じ
の
よ
う

 に
・
ケ
ル
ン
大
司
教
区
は
東
京

 大
司
教
区
ど
特
別
な
友
愛
関
係

 を
結
ん
で
お
り
ま
す
が
、
私
は

 こ
れ
を
非
常
に
誇
り
に
思
っ
て

 お
り
ま
す
。

 こ
の
す
ば
ら
し
い
国
、
日
本

 に
平
和
と
繁
栄
、
き
ら
に
幸
福

 と
豊
か
な
め
ぐ
み
が
、
・
慈
し
み

 深
き
神
か
ら
与
え
ら
れ
ま
す
よ
一

 う
に
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

 パ
.ウ
ロ

 聖
ペ
ト
・

教
皇

 ・
聖
パ
ウ
・
千
九
百
年
祭
に

 親
書
発
,
表

 教
皇
パ
ウ
ロ
六
世
は
二
月
二

 十
二
巳
、
全
世
界
の
司
教
に
向

 け
て
、
使
徒
聖
ペ
ト
ロ
、
聖
パ

 ヴ
ロ
の
殉
教
千
九
百
年
祭
を
荘

 厳
に
祝
う
よ
う
す
す
め
る
親
書

 を
発
表
き
れ
、
今
年
の
六
月
二

 十
九
日
か
ら
来
年
の
同
日
ま
で

 一
年
間
を
記
念
の
年
と
し
貞
こ

 ■
分
年
が
信
仰
の
純
粋
で
真
心
か

 ぢ
の
宣
言
へ
の
し
げ
き
に
な
る

 よ
う
す
す
め
ら
れ
た
。
、

 そ
の
親
書
の
中
で
、
こ
の
記

 念
の
年
の
祝
い
方
に
つ
い
て
、

 次
の
よ
う
に
の
べ
ろ
れ
て
い

 る
。
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 教
区
の
よ
.

三
司
祭

 三
月
中
に
教
区
の
二
司
祭
の
・

 叙
階
粛
、
四
月
犀
ド
イ
ツ
で
本

 教
区
で
働
-く
レ
デ
ン
プ
ト
ト
ル

 ・
会
の
一
司
祭
の
叙
階
式
が
次
々

 に
行
な
わ
れ
た
。

 三
月
十
九
日
A成
相
明
人
新

 司
祭
が
鹿
児
島
市
・
の
ザ
ビ
エ
ル
■

 教
会
で
同
二
十
一
目
、
美
島

 ・
春
雄
新
司
祭
が
名
瀬
市
の
聖
心

 ・
教
会
で
、
い
ず
れ
も
里
脇
司
教

 の
手
に
よ
っ
て
司
祭
の
聖
位
に

 あ
げ
ら
れ
、
四
月
九
日
、
ガ
ル

 ス
新
司
祭
(東
京
レ
デ
ン
プ
ト

 ー
ル
会
の
神
学
校
で
勉
強
)が

 ド
イ
ツ
・
ガ
ル
ス
の
同
.会
修
道

 院
で
司
祭
に
叙
階
き
れ
た
。

 ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
は
、
成
相

 新
司
祭
の
家
族
を
は
じ
め
、
市

 「
公
会
議
の
閉
会
に
あ
た
っ

 て
き
め
た
特
別
聖
年
が
祝
わ
れ

 た
ば
か
り
で
あ
る
・
か
ら
、
私
は

 こ
の
目
的
の
た
ぬ
に
特
別
聖
年
.

 を
公
け
に
し
よ
う
と
は
思
わ
な

 い
.。
し
か
し
、
司
教
職
に
お
け

 る
尊
敬
す
る
兄
弟
■
の
皆
さ
ん
が

 こ
れ
を
こ
■
と
ば
遊
も
っ
て
説
明

 し
、
特
別
な
、
荘
厳
な
儀
式
を

 も
っ
て
た
た
え
、
と
く
に
ク
レ
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(信
仰
宣
言
)を
、
皆
さ
ん

 の
司
祭
や
信
徒
と
荘
厳
に
、
く

 り
か
え
し
調
え
る
よ
う
に
勧
め

 る
。
ク
レ
ド
が
、
司
教
、
司
祭
、

 一
神
学
生
、
修
道
士
、
修
道
女
、

 【できるだけ多くの信徒の出、
 席
の
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
司
教

 座
聖
堂
に
お
い
て
は
つ
ぎ
り

 と
、
聖
ペ
ト
ロ
と
聖
パ
ウ
ロ
の

 栄
誉
の
た
め
に
諦
え
ら
れ
る
こ

 と
を
知
る
の
は
、
私
に
と
っ
て

 い
か
に
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

 ろ
う
。
同
様
な
乙
と
を
す
べ
て

 一
の
小
教
区
に
お
い
て
ま
聴
す
べ

 て
の
修
道
院
で
行
な
っ
て
ほ
し
,

 い
ポ
あ
ら
ゆ
■
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の

 家
庭
、
団
体
、
学
校
、
病
院
、

 礼
拝
堂
、
そ
の
他
の
場
所
、
会

 一
合
で
、
定
め
ら
れ
た
日
に
、
乙

 の
よ
う
、
な
信
仰
宣
言
が
行
な
わ

 -れ
る
よ
う
に
勧
め
る
。
そ
れ
は
、
,

 信
仰
の
声
が
共
通
の
キ
リ
ス
ト

 教
的
召
命
へ
の
、
真
心
か
ら
の

 一
致
を
.表
明
し
、
新
鮮
に
す
る

 こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

 聖
書
研
究
家
、
神
学
研
究
者

 た
ち
に
私
が
と
く
に
勧
め
た
い

 こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の

 人
4が
、
教
会
の
教
職
権
と
と

 も
に
「
あ
-ら
ゆ
惹
誤
,謬
に
対
し

 て
真
理
を
主
張
し
、
そ
の
尽
き

べ

 る
こ
と
の
な
い
深
き
を
究
め
、

 そ
の
健
全
な
研
究
と
普
及
の
規

 準
を
説
明
す
る
.よ
う
に
と
い
う

 こ
と
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
こ

 と
を
、
説
教
者
、
宗
教
教
師
、

 教
理
指
導
者
に
勧
め
る
。

 聖
ペ
ト
・
、
聖
パ
ゥ
・
記
念

 の
年
は
こ
う
し
て
信
仰
の
年
と

 な
る
で
あ
ろ
う
こ
の
祭
典
が
、

 一
定
の
期
間
に
同
時
に
行
な
わ

 れ
る
・
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
私

 は
こ
の
祭
典
の
は
じ
め
を
来
る

 木
月
二
十
九
日
、
両
使
徒
の
祝

 日
に
き
め
た
。
そ
し
て
翌
年
の

 回
し
日
ま
で
特
別
な
記
念
祭
典

 を
も
つ
.て
、
ζ
の
年
を
実
り
豊

 か
に
す
る
よ
ろ
配
慮
し
よ
ヶ
。

 こ
の
よ
う
な
記
念
祭
典
は
、

 す
べ
て
内
的
完
成
、
深
い
研
究
、

 信
仰
宣
言
、
聖
な
ろ
信
仰
の
活

 発
な
証
言
に
と
[う
て
大
切
な
も

 の
で
あ
る
。
信
仰
な
く
し
て
は

 神
の
気
に
召
す
こ
と
は
で
き
な

 い
。
こ
れ
を
通
し
て
、
来
た
る

 べ
き
救
い
、
に
達
す
る
こ
と
を
、
希

 望
す
る
。

 つ
た
が
、
司
祭
を
出
す
と
い
う

 喜
び
の
牝
め
に
、
も
う
一
度
働

 き
に
出
て
、
頑
張
っ
て
み
る
乙

 と
に
し
よ
う
」
と
い
っ
て
賛
成

 し
た
。

 、
ヨ
ゼ
フ
が
神
学
校
に
入
っ
た

 二
十
才
の
年
に
父
親
が
亡
く
な

 っ
た
。
臨
終
に
か
け
つ
け
た
ヨ

 ゼ
フ
は
、
労
働
者
だ
っ
た
し
わ

 だ
ら
け
の
父
の
手
か
ら
最
後
の

 祝
衙
を
受
け
た
。
そ
、
の
時
、
労

 働
者
の
家
庭
出
の
彼
は
、
自
分

 の
使
命
が
、
労
働
者
に
キ
リ
ス

 ト
を
伝
え
る
こ
と
だ
と
い
う
こ

 と
を
悟
り
、
す
べ
て
を
尽
し
て

 労
働
者
の
た
め
に
働
く
決
心
を

 た
て
た
。

 一
九
〇
六
年
に
.ヨ
ゼ
フ
は
司

 祭
に
叙
階
さ
れ
た
。

 当
時
の
労
働
者
は
、
働
け
ど

」
 OC・

め
創
-立
者

 力
ル
デ
ン
枢
機
卿
来
目

 香
港
の
JOC(カ

ト
リ
ッ

 ク
青
年
労
働
者
連
盟
)創
立
十

 周
年
記
念
式
典
の
機
会
に
、
信

 徒
使
徒
職
.の
先
覚
者
で
あ
り
、
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 司
教
や
新
司
祭
の
家
族
、
コ
ン

 内
は
勿
論
、
出
身
教
会
の
加
世

 田
教
会
は
じ
■
め
、
川
内
、
出

 水
、
,大
口
、
鹿
屋
、
垂
水
な
ど

 一
か
ら
司
祭
・
修
道
者
、
信
者
約

 七
百
名
が
式
に
与
か
り
.大
野

 神
父
み
説
教
に
つ
づ
い
て
、
、
荘

 厳
な
叙
階
式
に
感
激
を
も
っ
て

 与
か
り
、
布
に
は
涙
す
る
者
も

 あ
っ
た
。
新
司
祭
は
翌
日
出
身

 校
の
谷
山
、
ラ
サ
ー
ル
学
園
の

 聖
堂
で
初
ミ
サ
を
行
な
っ
た
-

 名
瀬
で
は
、
昨
年
落
成
し
た
聖

 心
教
ム
五
の
聖
堂
に
、
大
島
・
全
農
・

 か
ら
約
一
千
名
の
聖
職
者
、
徳

 之
島
か
ら
レ
デ
ツ
プ
ト
ー
ル
会

 ・
の
ハ
ン
マ
.神
父
も
列
席
し
、
盛

 大
な
叙
階
式
が
行
な
わ
れ
た
。

 式
後
、
信
愛
.幼
稚
園
で
、
里
脇

 ろ
一
㌧
び

 の
叙
階
■
式

 ペ
ン
ツ
ア
ル
会
の
全
司
祭
、
各

 修
道
女
、
信
者
が
あ
つ
ま
っ
て

 新
司
祭
の
祝
宴
を
ひ
ら
い
た
。

 新
司
祭
は
翌
二
十
二
日
聖
心
愛

 子
会
の
聖
堂
、
二
十
六
日
出
身

 教
会
の
瀬
留
教
会
で
初
ミ
サ
を

 行
な
っ
た
。

 新
司
祭
の
任
地
は

 成
相
神
父
は
川
杓
純
心
会
付
、

 美
島
神
父
は
徳
之
島
母
問
教
会

 付
、
タ
ン
ス
神
父
は
今
年
の
秋

 か
ら
本
教
区
に
帰
っ
て
聖
務
に

 つ
く
予
定
で
あ
る
。
、

 (上
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で

 の
叙
階
式

 右
、
成
相
神
父

 中
、
ラ
ン
ス
神
父

 左
、
美
島
神
父

◇

 ◇
、

 労
働
者
の
父
と
し
て
あ
お
が
れ

 尊
敬
き
れ
で
い
る
か
城
デ
ン
枢

 機
卿
は
、
三
月
十
日
来
日
、
約

 ・
一
週
間
滞
在
し
て
日
本
各
地
で

 講
演
を
お
こ
な
う
。

 カ
ル
デ
ン
枢
機
卿
は
本
年
八
十

 四
才
。
そ
の
半
生
を
労
働
者
の

 中
断
お
け
る
使
徒
職
の
研
究
と

 、
実
践
に
尽
し
、
公
会
議
で
も
信

 徒
使
徒
職
教
令
あ
.作
る
う
え
に

 貢
献
し
て
い
る
。
、

 卿
は
、
今
日
行
わ
れ
て
い
る
J

 O
C
を
は
じ
め
、
J
E
C
(
学

 生
運
動
)、
JAC(農

村
青

 年
運
動
)、
ACO(勤

労
者
、

 運
動
)、
そ
の
他
の
カ
ト
リ
ッ

 ク
ア
ク
シ
ョ
ン
に
、
そ
の
原
理

 を
精
神
と
を
う
え
つ
け
た
人
で

 も
あ
る
。

 卿
の
来
日
は
、
こ
ん
ゼ
で
二
回

 目
。
日
本
に
対
す
る
関
心
は
非

 常
に
高
く
、
再
び
日
本
の
信
者

 に
・
会
う
機
会
を
え
た
こ
と
を
大

 変
よ
ろ
こ
ん
で
い
惹
。

 ・
な
お
卿
の
講
演
は
九
州
で
は
、

 三
月
十
三
目
、
福
.岡
双
葉
学
院

 、
十
四
日
、
北
九
州
市
パ
リ
ミ
ッ

 シ
、
ヨ
ン
会
本
部
で
・
行
わ
れ
る
■
。

 卿
の
生
■
い
た
ち

 ヨ
ゼ
フ
・
カ
ル
デ
ン
は
一
八
■

 ,八
二
年
十
一
月
十
三
日
に
ベ
ル

 ギ
ー
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
生
ま
れ

 た
。
父
親
が
石
炭
商
の
仕
事
に

 従
事
す
る
労
働
者
の
貧
し
い
家

 庭
だ
っ
た
。
父
親
は
読
み
書
き

 ひ
と
つ
出
,来
な
い
-無
学
な
人
だ

 っ
た
が
、
,高
潔
で
信
仰
深
い
人

 だ
っ
た
の
で
模
範
的
な
キ
リ
ス

 ト
教
家
庭
の
中
で
、
育
て
ち
れ

 た
。 労
働
者
に
と
り
か
こ
還
れ
た

 環
境
の
中
に
育
ち
、
経
済
的
に

 は
苦
し
か
っ
た
の
で
、
ヨ
ゼ
フ

 は
当
然
工
場
で
働
く
ご
と
に
な

 .つ
た
。
労
働
し
て
い
る
う
ち
に

 司
祭
■
に
な
り
た
い
と
い
う
望
み

 が
強
く
な
り
、
両
親
に
相
談
し

 た
。
子
供
が
多
く
て
貧
し
い
苦

 労
だ
ら
け
の
年
老
い
.た
両
親
は

 最
初
は
反
対
し
た
が
、
ヨ
ゼ
ラ

 の
強
い
望
み
を
知
る
と
、
、
『
私

 た
ち
は
年
を
と
り
過
ぎ
て
し
ま

 も
生
き
甲
斐
も
壼
[び
も
知
ら
ぬ
.

 人
間
で
あ
る
労
働
者
の
悲
惨
が

 灼
ぎ
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

 周
囲
の
反
対
を
乗
り
越
え
て

 彼
は
、
一
九
二
一
年
彼
が
助
任

 司
祭
を
勤
め
て
い
た
小
教
区
で

 労
働
者
の
生
活
の
改
善
を
話
し

 合
う
青
年
た
ち
の
二
つ
の
グ
ル

 ー
プ
葱
始
め
た
。
こ
れ
が
『
青

 年
労
働
者
に
よ
る
、
労
働
者
の

 た
め
の
、
労
働
者
の
間
で
行
な

 わ
れ
る
運
動
』
と
い
わ
れ
る
J

 OC運
動
に
発
展
す
る
の
で
あ

 る
。 第
一
次
大
戦
中
、
レ
ジ
ス
タ

 も
働
け
ど
も
貧
し
く
て
悲
惨
な

 状
態
で
あ
っ
た
。
教
・
会
の
中
に

 ・
勤
労
青
年
の
ク
ラ
ブ
や
・
集
会
が

 あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
親
睦
や

 娯
楽
の
た
め
の
も
の
に
過
ぎ
な

 く
て
、
・
・
せ
い
ぜ
い
ク
リ
ス
マ
ス

 に
劇
を
上
演
す
る
ぐ
ら
い
が
関

 σ
山
で
あ
っ
た
。
労
働
者
の
生

 活
な
ど
真
剣
に
か
え
り
.み
る
者

 も
な
く
、
.労
勘
考
の
問
題
を
話

 題
に
す
る
こ
と
す
ら
、
教
会
の

 中
で
は
危
険
視
■
さ
れ
て
い
て
、

 罫
然
の
こ
乏
の
よ
う
に
労
働
者

 は
教
会
か
ら
離
れ
て
し
.ま
Pて

 い
た
。

 神
父
で
あ
っ
た
ヨ
ゼ
フ
・
カ

 ル
デ
ン
の
目
に
は
、
労
働
者
が

 直
面
し
て
い
る
数
々
の
問
題
の

 う
ら
に
ひ
そ
む
信
仰
生
活
と
実

 生
活
の
分
離
か
ら
く
.る
悲
惨
、

 神
に
よ
つ
で
創
ら
れ
な
が
ら
神
、

 Eを
崇
め
神
に
感
謝
す
為
教
会
と

 い
う
場
も
、
一
祈
る
心
の
ゆ
と
り

 も
、
ま
た
時
間
も
与
え
ら
れ
融

 人
簡
、
労
働
の
真
の
意
義
も
知

 ら
ず
、
し
た
が
っ
て
働
き
甲
斐

 ン
■
ス
運
動
の
た
め
に
投
獄
さ
れ

 て
か
る
問
に
、
彼
は
そ
れ
ま
で
■

 の
経
験
・
研
究
を
ま
と
め
て
一

 ・
九
一
五
年
組
織
的
な
成
長
が
は
,■

 じ
ま
り
、
ズ
ル
シ
エ
枢
、
機
卿
の
,

 支
持
の
も
と
に
発
展
し
て
い
っ
、

 た
。
. 一
九
二
四
年
に
こ
の
運
動
は

 」
OCと

名
の
う
た
。
一
九
二
一

 五
年
、
町
の
教
皇
ピ
身
十
一
世
、

 に
謁
見
し
た
時
「
つ
,い
に
労
働

 大
衆
に
つ
瀞
て
語
る
■
者
が
や
っ

 て
き
た
。
教
・
会
は
.労
働
者
を
必

 要
と
し
、
労
働
者
は
教
会
を
必

 要
と
し
て
い
る
』
と
激
励
さ
れ

 た
。 第
二
次
世
界
大
戦
に
略
め
け

 ず
運
動
は
各
国
へ
ひ
ろ
・
が
り
、

 国
際
的
組
織
へ
と
発
展
し
て
い
.

 つ
た
。
戦
後
、
彼
の
運
動
は
、

 労
働
者
の
中
に
だ
け
葬
と
ど
ま

 ら
ず
、
彼
の
精
神
と
方
法
は
、
、

 学
生
に
も
社
会
人
に
も
、
経
営

 者
に
も
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
噌

 ン
を
量
、
前
記
の
灘
票

 全
世
界
に
組
織
さ
れ
て
い
っ
■

 た
。 .一
九
六
五
年
二
見
に
、
教
皇

 パ
ウ
ロ
末
世
に
よ
っ
て
、
司
祭

 で
な
い
功
ル
デ
ン
神
父
は
、
す

 ぐ
に
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
た
。
`

国
内
短
信

 O札
幌
教
区
で
五
教
会
の

献
堂
式

 .札
幌
で
は
、
過
去
半
年
閥
に

 富
良
野
教
会
、
帯
広
教
会
、

 月
寒
教
会
、
土
別
教
会
、
新

 田
教
会
の
五
教
会
で
聖
■
堂
が

 、
完
成
し
、
い
ず
れ
も
富
沢
司

 教
の
手
に
よ
っ
て
盛
大
な
献

 堂
式
が
挙
行
き
れ
た
。

 ○
大
阪
で
は
「
国
内
移
住
」

 を
協
議

 昨
年
。
の
十
」
月
の
司
教
会
議

 で
再
編
成
さ
れ
た
司
教
移
住

 委
員
会
(委
員
長
田
口
大
陳

 司
教
)で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

 移
住
問
題
全
般
に
つ
い
て
研

 究
、
協
議
す
る
た
め
、
各
教

 区
の
担
当
司
祭
の
参
加
を
求
.

 ぬ
て
一
月
二
十
三
日
に
次
阪
.

 司
教
・
余
で
初
の
会
合
を
■
ひ
ら
■

 ・
い
た
。
今
回
の
重
要
協
議
事

 項
と
し
て
国
内
移
住
の
問
題

 が
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
が
、
こ
,

 れ
は
一
般
の
転
入
・
転
出
信

 者
,と
は
尉
に
、
と
く
に
国
内

 の
あ
る
地
方
.(主

と
し
て
大

 都
市
地
域
)に
転
住
又
は
出

 ■
稼
ぎ
に
出
る
人
々
の
問
題
で

 ある、。、
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 教
会
一
致
,の
た
め
の

 、
合
-同
祈
と

、

ザ
ビ
エ

 去
る
一
月
二
二
,日
、
教
会
一

 致
祈
薦
週
・
間
に
際
し
、
ザ
ビ
エ

 ル
教
会
で
、
教
会
一
致
の
た
め

 .の
合
同
祈
蒔
会
が
行
わ
れ
た
。

 新
教
側
昂
,代
表
す
ろ
数
名
の
牧

 師
と
信
者
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

 の
司
祭
、
修
道
者
、
信
者
ポ
お

 ■
よ
そ
一
五
〇
名
が
一
堂
に
会
し

 て
、
一
致
の
た
め
の
祈
う
を
.棒
■

 げ
惚
. 午
後
三
時
か
ら
四
時
ま
で
約

 一
時
間
に
わ
た
っ
て
、
聖
歌
、

 詩
篇
交
唱
、
聖
一
書
朗
読
、
す
す

 一
め
の
こ
と
ば
、
信
仰
告
白
、
祈

 祷
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ

 て
会
は
す
す
め
ら
れ
た
ゆ

 一
致
の
た
め
の
祈
疇
会
と
い

 う
、
鹿
児
島
で
も
、
今
ま
で
に

 余
り
な
か
っ
た
会
な
の
で
、
そ

 の
計
画
に
は
か
な
り
の
注
意
が

 は
ら
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
歌
わ

 れ
た
聖
歌
四
つ
の
中
、
三
つ
は

 ,新
聖
歌
集
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト

 教
会
団
「
き
ん
ぴ
か
」
の
聖
歌

 を
選
ん
・
だ
。
聖
書
の
朗
読
ケ
所

 も
、
神
の
王
位
を
と
も
ど
も
に

 賛
美
す
る
詩
篇
九
八
。
各
々
の

 信
者
に
た
い
し
て
、
あ
ら
わ
き

 鹿
屋
教
ム
冨
で

 三
十
名
の
受
洗
者 鹿
屋
教
会
で
は
、

 昨
年
、
王
た
る
キ
リ

 ス
ト
の
大
祝
日
と
ク

 リ
ス
マ
ス
の
大
祝
日

 の
両
祝
日
に
、
約
三

 十
名
の
受
洗
者
が
あ

 っ
た
。
こ
の
中
に
、

 家
族
二
、
高
校
生
九
・

 青
年
四
名
が
含
ま
れ

 る
。
地
区
別
で
は
、

 鹿
屋
十
五
、
大
根
占

 七
、
串
良
六
、
高
山

 一
、
内
之
浦
一
名
で

 .鹿
屋
市
周
辺
の
あ
ら

 ゆ
る
町
々
に
及
ん
で

 い
る
。
中
に
も
内
之

 浦
町
は
鹿
圏
市
か
ら

 も
う
と
も
遠
く
受
洗

 は
じ
め
て
で
あ
る
。

 (鹿
屋
教
会
の
受
洗
)

 .,つ
会

 ル
.教
■
会
で

 れ
た
愛
に
感
謝
し
、
お
互
い
に

 祈
り
、
そ
し
て
、
神
キ
リ
ス
ト

 を
替
、
美
す
る
、
聖
パ
ウ
ロ
の
エ

 フ
エ
ゾ
入
へ
の
書
簡
一
の
一
五

 ～
二
一
。
弟
子
ら
の
一
致
を
.祈

 る
、
イ
エ
ズ
ス
の
切
々
た
る
み

 こ
と
ば
を
記
す
ヨ
ハ
ネ
一
七
の

 二
～
二
六
な
ど
最
適
の
も
の
・

 が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
カ
ト
リ

 ッ
ク
信
者
の
注
意
を
ひ
く
自
由

 祈
薦
も
行
わ
れ
た
。
担
当
者
は

 プ
ロ
グ
ラ
ム
順
に
次
の
通
り
。

聖
歌
詩
篇
交
唱
七
田
善

次
神
父

 、
聖
書
朗
読
大
野
和
夫
神
父

田
原
章
神
父

 す
す
め
ハ
ヌ
ス
神
父

自
由
祈
薩
小
林
文
夫
牧
師

 司
会
,小
平
卓
保
神
父

メ  

 な
お
、
一
参
加
者
ば
次
の
よ
う

 な
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
α

 「
祈
祷
会
に
つ
で
い
て
行
わ

 れ
た
茶
話
会
は
た
い
へ
ん
有
益

 だ
っ
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
み
.ん

 な
が
自
己
紹
介
し
た
り
、
紹
介

 き
れ
た
り
し
て
、
互
い
に
よ
く

 知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
、
ニ

 ュ
ー
ス
を
も
ち
寄
っ
て
隣
布
教

 事
情
の
い
く
ら
か
で
も
知
る
こ

 と
が
で
き
た
。
和
気
あ
い
あ
い

 の
そ
の
雰
囲
気
の
中
で
、
お
互

 い
が
よ
く
理
解
し
、
一
致
す
る

 た
め
に
、
知
る
こ
と
が
い
か
に

 大
切
か
を
感
じ
た
。
キ
リ
ス
ト

 者
の
不
一
致
が
、
ど
れ
ほ
ど
未

 信
者
の
つ
ま
ず
き
と
な
り
、
■
布

 教
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

 .だ
ろ
う
。
わ
た
し
た
ち
の
一
致

 こ
そ
、
イ
エ
ズ
ス
の
お
の
ぞ
み

 で
あ
る
。
一
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
社

 会
機
構
が
世
界
的
に
な
り
、
そ

 の
団
結
の
広
き
と
力
と
を
増
大

 き
せ
て
い
る
と
き
、
キ
リ
ス
ト

宮
之
城

聖
母
幼
稚
園
落
成

 川
内
教
会
(主
任
ヴ
ィ
デ
ル

 マ
ン
師
)で
は
、
薩
摩
郡
宮
之

 城
町
当
局
の
要
望
に
よ
り
、
同

 町
に
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
舎
を

 建
築
中
で
あ
っ
た
が
、
き
る
一

 月
二
一
日
落
成
式
を
行
っ
・
た
。

 場
所
は
旧
宮
之
城
高
校
あ
と
、
「

 ひ
ろ
い
校
庭
内
に
約
二
百
坪
の

 園
舎
(旧
校
舎
)を
改
築
、
こ

 の
四
月
か
ら
約
八
十
名
の
園
児

 を
募
集
す
蕎
。
名
称
は
聖
母
幼

 稚
園
と
い
い
、
教
会
の
経
営
で

 あ
る
。

 (宮
之
城
聖
母
幼
稚
園

 の
全
景
)

 者
の
一
致
こ
そ
、
、
必
要
で
、
よ
、

 り
力
強
い
も
の
と
な
る
で
・
あ
ろ

 う
。
「
あ
な
た
が
た
は
、
た
が

 い
に
愛
し
あ
え
、
わ
た
し
が
あ

 な
た
が
た
を
愛
し
た
よ
う
に
、

 あ
な
た
が
た
も
、
た
が
い
に
愛

 し
あ
え
、
だ
が
い
に
愛
し
合
う

 な
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
は

 み
な
、
あ
な
た
が
た
が
わ
た
し

 の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る

 だ
ろ
う
」
。
(ヨ
ハ
ネ
二
二
の

 三
四
～
三
五
)と
の
、
イ
エ
ズ

 ス
き
ま
の
.み
こ
乏
ば
が
、
よ
・
り

 よ
ぐ
実
現
き
れ
よ
う
。

 辻
久
子
の

リ
サ
イ
タ
ル

 本
教
区
主
催
、
京
都
心
の

 と
も
し
び
運
動
本
部
協
賛
で

 辻
久
子
の
バ
イ
オ
・
リ
ン
・
リ

 サ
イ
タ
ル
が
五
月
二
十
八
日

 午
後
二
時
と
夜
六
時
半
か
ら

 県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ

 れ
る
(四
面
参
照
)

ヴ
イ
ン
セ
ン

福
山
病

 ザ
ビ
エ
ル
教
会
の
ヴ
ィ
ン
セ

 ン
シ
オ
会
は
、
「
機
動
力
」
に

 富
む
頼
も
し
い
会
員
で
、
東
奔

シ

院  オ
ム
本訪
問

 西
走
の
大
活
躍
を
し
て
い
る
。

 今
年
に
な
っ
て
、
き
っ
そ
く
、

 一
月
十
五
日
に
は
、
例
年
の
と

 お
り
、
福
山
病
院
を
訪
問
し
、

 約
五
千
円
分
の
お
菓
子
を
贈
っ

 て
、
患
者
に
喜
ば
れ
た
。
福
山

 病
院
で
は
、
病
棟
の
新
築
が
進

 ん
で
、
威
風
堂
々
の
観
を
呈
し

 つ
つ
あ
る
が
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ

司
祭
消
息

 ミ
タ
マ
や
神
父

 レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
修
道
会

管
区
長

 三
月
十
土
日
ド
イ
ツ
か
ら

 休
暇
を
終
え
て
谷
山
修
道

 院
に
帰
院
。

 メ
ニ
ヒ
神
父

 レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
A誤
、
亀

 津
(徳
之
島
)教
会

 三
月
九
日
休
暇
の
た
め
ド

 イ
ツ
に
帰
国
。

 フ
リ
チ
ェ
ル
神
父
・

 レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
、
三

 月
十
六
目
樹
氷
教
会
か
ら

 岡
前
教
会
へ
転
任
。

 ハ
イ
シ
ク
神
父

 レ
デ
ン
プ
ト
Tル
会
。
岡

 前
教
会
か
ら
亀
津
教
会
へ

 転
任
。
.

 ザ
ン
パ
ー
ロ
神
父

 ザ
ベ
リ
オ
会
。
鹿
屋
教
会

 主
任
。
静
養
の
た
め
き
る

 一
月
、
イ
汐
リ
ヤ
ヘ
■
帰
周

 .マ
ル
チ
ネ
リ
神
父

 ザ
ベ
リ
オ
会
。
大
分
教
区

 宮
崎
県
小
林
教
会
か
ら
鹿

 屋
教
会
に
転
任
。

 フ
オ
ル
ナ
バ
イ
.ヨ

神
父 ザ
ベ
リ
オ
会
、
垂
水
教
会

 主
任
。
休
暇
の
た
め
四
月

 下
旬
イ
タ
リ
ヤ
へ
帰
国
の

 予
定
。
留
守
中
は
バ
ル
ビ
.

 一
二
神
父
が
つ
と
め
る
。

 オ
会
員
の
親
切
も
、
病
人
た
ち

 の
心
に
大
き
く
滲
透
し
、
院
長

 を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
、

 教
会
に
た
い
へ
ん
好
意
的
で
あ

 る
。

 寿
衣
☆

 本
年
は
じ
め
の

高
校
生

 き
る
一
月
四
日
i六
日
、

 昨
年
に
つ
づ
い
て
年
の
初
め
の

 カ
ド
リ
ッ
ク
高
校
生
大
会
が
、

 谷
山
の
テ
・
サ
ー
ル
学
園
で
行

 わ
れ
た
。

 参
加
者
は
約
九
十
名
。
ど
お
く

 北
九
州
、
長
崎
、
大
島
か
ら
も

 参
加
し
た
。教

 師
の
,A本

イ
エ
ル

 鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ
ク
教
師
の

 「
会
で
は
二
月
十
六
日
、
鹿
児
島

 純
心
で
会
葬
、
ひ
ら
き
、
福
岡
サ

 ン
ス
ル
ピ
ス
大
神
の
聖
書
教
授

 柔
エ
ル
神
父
の
聖
書
の
話
し
を

大
会

 三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ

 て
、
愛
の
本
質
、
愛
の
活
動
に

 つ
い
て
の
研
究
討
議
。

 里
脇
司
教
、
鹿
児
島
純
心
の
八

 田
校
長
、
丹
羽
神
父
の
講
演
も

 行
わ
れ
た
。

 プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
自
由
時
間

 や
、
自
由
討
論
の
時
間
が
設
け

 ら
れ
、
学
生
の
自
覚
、
自
由
的
・

 活
動
の
よ
い
訓
練
に
な
っ
た
。

 里
脇
司
教
は
じ
め
、
聖
職
者
の

 協
力
が
あ
っ
て
、
こ
の
会
合
は

 成
功
裡
に
終
■
つ
た
が
、
学
生
の

 霊
的
生
活
が
問
題
化
ざ
れ
惹
今

 日
、
か
れ
ら
に
一
つ
の
オ
ア
シ

 ー
ス
を
提
供
す
る
好
例
だ
と
関
係

 者
は
い
っ
て
い
る
。

 (大
会
の
一
コ
マ
)

 ・
=
=
～
:
二
一
:
～
=
=
ず
・
ご
』
二
=
～
:
・
=
:
・
2
:
・

で

 神
父
の
講
演

 き
い
た
。
こ
の
種
の
話
は
征
来

 少
か
っ
た
■
た
め
、
聴
衆
に
多
大

 の
感
銘
を
与
え
た
。

 因
み
に
同
師
の
話
は
、

 →
、
聖
堂
、
目
の
意
義
に
つ
い
て

鴨
 新.コ
築一池
工教
事
 は会
 じ・

ま
る

 ・
今
年
の
小
神
学
校

 ,
入
学
一
名

 今
年
の
教
区
小
神
学
生
の
新
ち
竹
山
大
神
学
生
は
六
月
叙
階

 入
学
者
は
、
例
年
よ
り
少
く
、
の
予
定
。

 ザ
ビ
エ
ル
教
会
か
ら
一
名
で
あ
な
お
、
小
神
学
校
で
は
、
中

 る
。
小
神
学
校
か
ら
福
岡
サ
ン
.学
、
高
校
の
過
程
を
各
三
年
、

 ス
ル
ピ
ス
大
神
学
校
に
進
学
二
大
神
学
校
で
、
ラ
テ
ン
、
哲
学

 名
。
こ
れ
で
現
在
小
神
学
生
は
を
二
年
、
神
学
を
四
年
間
学
ん

 八
名
、
大
神
学
,生
は
六
名
、
う
だ
の
ち
司
祭
に
な
る
。

 鹿
児
島
市
内
、
鴨
池
教
会
の

 新
築
工
事
は
、
.き
る
三
月
か
ら

 .は
じ
ま
っ
た
。
設
計
は
管
氏
、

 施
工
は
高
山
組
で
、
総
坪
数
三

 百
坪
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ

 く
り
で
、
上
階
。
一
階
・
は
幼
稚

 園
の
教
室
、
二
階
が
聖
堂
で
、

 四
百
名
の
信
者
席
が
あ
る
。

 司
祭
館
も
つ
い
で
い
る
。
九
,月

 中
に
は
完
成
す
る
見
込
み
。

 鹿
屋
教
会
で

 ・
高
、
校
生

 二
月
二
十
六
目
、
鹿
屋
教
会

 で
、
信
者
求
道
者
か
ら
な
る
高

 校
生
の
集
り
が
、
三
月
の
卒
業

 生
送
別
を
か
ね
て
お
こ
な
わ
れ
・

 た
。
夫
々
、
鹿
屋
市
内
大
根
占

 な
ど
の
高
校
の
生
徒
で
、
■
こ
の

 う
ち
十
一
名
が
過
去
一
年
間
に

 の
会

 鹿
屋
教
会
で
受
洗
し
た
。

 -同
教
会
で
は
英
会
話
な
ど
を
通

 じ
て
学
生
の
求
道
熱
が
高
く
、

 信
者
学
生
の
使
徒
職
が
期
待
き

 れ
て
い
る
。

 ブ
ラ
ジ
ル
の

 .二
修
女
名
古
屋
ヘ

 ブ
ラ
ジ
ル
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

 伝
道
女
会
の
相
川
、
米
山
二
修

 女
は
、
前
に
大
島
、
最
近
司
教

 館
で
手
伝
っ
て
い
た
が
、
四
月

 の
は
じ
め
名
古
屋
に
う
つ
り
、

 同
地
で
布
教
を
手
伝
う
こ
と
に

 な
っ
た
。

 な
お
、
司
教
館
で
は
同
修
女

 の
あ
と
を
、
カ
リ
ー
タ
ス
会
.の
修

 女
が
う
け
つ
ぐ
。

 聖
書
は
生
溝
る
た
め
の
み
言

 葉
で
あ
る
。
現
代
の
科
学
、
学

 問
の
時
代
に
、
ど
の
よ
う
に
し

 て
二
千
年
前
の
古
代
の
言
葉
で
.

 書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
生
か
し

 て
行
く
か
。
■

 ・
二
、
福
音
の
定
義
と
そ
の
起

原

 三
、
旧
約
か
ら
新
約
へ

 旧
約
の
終
り
と
.終
末
論
■

 四
、
福
音
史
家
の
特
徴
と
、

 福
立
日
の
特
徴

 同
じ
こ
ど
を
書
く
に
し
て
も

 そ
の
書
き
方
の
ち
が
い
な
ど
。

 五
、
書
か
れ
た
年
代
と
写
本

 な
ど
に
つ
い
て
で
、
午
後
は
質

 ,疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

 鹿
児
島
純
心
の

 校
主
・
改
築

 『
鹿
児
島
純
心
で
は
、
二
月
十

 一
日
、
校
舎
の
改
築
が
成
っ
て

 眼
下
に
広
が
る
町
の
人
々
に
偉

 容
と
と
の
っ
た
美
し
い
眺
め
を

 値
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 新
校
舎
は
鉄
筋
四
階
、
約
六

 百
坪
の
広
さ
で
あ
る
。
着
工
は

㎜補一

躍

 昭
和
四
十
一
年
五
月
十
九
日
、

 竣
工
は
昭
和
四
十
一
年
十
二
月

 末
。
工
費
は
五
千
九
十
七
万
円

 工
事
設
計
管
理
は
、
有
限
会
社

 衛
藤
建
築
設
計
事
務
所
、
工
事

 施
行
は
松
尾
建
設
株
式
会
社
が

 担
当
し
た
。

 (写
真
は
新
校
舎
)

 善
き
牧
者
修
,
道
院

消
自
轡

 Oセ
リ
シ
ア
童
貞
大
阪
へ

 谷
山
の
善
き
牧
者
修
道
院
で

 は
、
谷
山
に
修
院
を
開
設
以
来

 愛
の
聖
母
園
の
園
児
の
係
り
を

 し
て
い
旋
セ
シ
リ
ア
童
貞
は
、

 大
阪
教
区
豊
中
に
新
ら
た
に
お

 こ
き
れ
る
事
業
の
た
め
、
四
月

 上
旬
谷
山
を
き
っ
て
豊
中
に
転

 任
し
た
。
在
日
す
で
に
三
十
年

 に
な
る
。

 ○
ヴ
ァ
ラ
ン
チ
ヌ
ス
童
貞

 カ
ナ
ダ
へ
帰
国

 一
九
三
七
年
以
来
三
十
-年
の

 長
き
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
国
・
の

 養
護
施
設
で
献
身
し
た
同
修
院

 め
ヴ
ァ
ラ
ン
チ
ヌ
ス
童
貞
は
、

 病
気
の
た
め
き
る
一
月
カ
ナ
ダ

 に
帰
国
し
た
。
.
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     をびとゆみそ創教びは閉らきまズっ'勝た分
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     ばよう。る待ト束,たてらすき吹'りで教みたはのをせこ私にはづの.
     がうまよちと縛キおれ。れの早巴'ははにま'で確んめは満億ては
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     のの心一てい永放'よトはのいのりしのがな教をれたけとと・のてな
     耳書にお被遠ち入みか'でつひ'ろよ'どがもばがれ同.なと円い
     も簡しら造の'間がらよあもそ愛平うキと束たなたばじるな々生
     ・とのみれ物至キをえ湧みる新かで和なり軽縛ならもな確こりの命

     恐ら、はりえじのまばよと復イわうとるあの命んと上おト上トうに
     れれ'まつよ一すしみ'活3れちきキるうはだをのらはのとr。ひ

     'るませたう人。いが教祭・るに'リ'ち'も慕これそことあなのこん一に一キ知え会の1でキあスあにキ,のえとること・もな,びい
     までと。とr人リららは季～ありなトな隠りで。で。でをにたて
     ぬすに罪いまにスせれr節,4ろスたが牝きスああはあ神求復がく
     る。よ・のわこつトをた主の)うトが現がれト,つなななのめ活たる

     い疑み中なといのう一はあ信,いがにけにて兄たとまい仰'えいれよも弟いいこだ。一とたわ・たてとてたくた右よしが(ともれのいと'が'がにコも栄た生るもそた上た坐キのキ。た'ことで一
     な不らたばみ'た続うとずロに光も命のにのはのはしりなりし
     ど信せ人なが同ちけ喜'につサ現のうな、で神生死こ地てスらスよ

     一南教る者あえ教会こにるら会え過り愛みしす私のひ圧るまにと越もまをなみべの神でとにのこ悩
     日力はとも。れのししろすこきをて'世がすは苦でとま
     本_'を'洗,る本てのも。めま分の話あ。よしす、にき
     放フト'か明救一礼よ質'けろてがか人に・わみむ。よれ

     誉ごジリ通薯存オツ・ク空知番のつ言いをう的ですのうに構なる可けな成い・と能なう要程同性いた素宣時の'未のと教にあ信で考罪がの'たちびゆれ人れ民次の持とだ重みたなの・の父ちのねをちき救よとな喜たもをいいうしがびもつ御け主にて,らとうて父によ祈の'苦た'が人銀みて一えび難がいらと'えたせ'苦ら人ら不悩せびれ幸'らとるな抑れは
     基で組誓すを方るてのフ的,法態'生はなか度優命'のらは者のあで・程'が発くあ生愛べの闇びるやの一のまの(みとき底をとお・が成つ願いみ地沢だ正道を追の,んて員をいしも上田1き義をきい精みまの'望イに・れと照よ払神のた上人むエにと
     。か遠キ弱露まる平ネま平.らめいよ光'に類たズ立
     そいりいでで。'和メす和し"りにと注家まスち

     ?もス者あもそをシよへ'各人あよもぎ族もよも     こに且のトをる三の'エうの全人びやつろたのの'ど
     はでの説。位モよギに熱世'のとまて.うますのわら・
     、、あ布得従一チり訳。意界歩のち'とえべ一れせ
     いる教すっ体1〉編をにむ心の人す。てつらた

 な
ぜ
布
教
す
る
か

 教
会
憲
章
理
解
の
た
め
に

 「
教
会
憲
章
」
で
は
、
■
今
日

 ま
で
余
り
明
確
に
さ
れ
て
い
な

 か
っ
た
未
信
者
の
救
い
に
つ
い

 て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

 い
る
。
「
救
い
主
は
す
べ
で
の

 人
が
救
わ
れ
る
の
を
望
み
た
も

 う
の
で
あ
る
か
ら
、
影
と
像
の

 う
ち
に
知
ら
れ
ぎ
る
神
を
捜
し

 求
め
て
い
る
人
々
か
ら
も
、
神

 は
決
し
て
遠
く
は
な
い
の
で
あ

 る
。
事
実
、
本
人
の
側
に
落
度

 が
な
い
ま
ま
に
、
キ
リ
ス
ト
の

 福
音
な
ら
び
に
そ
の
教
会
を
知

 ら
ず
に
い
て
、
誠
実
な
心
を
も

 っ
て
神
を
捜
し
求
め
る
人
も
凸

 永
遠
の
救
い
に
達
す
る
こ
と
が

 で
き
る
。
ま
た
本
人
の
側
に
落

 度
が
な
い
ま
ま
に
、
ま
だ
神
を

 ・
は
っ
き
り
と
認
め
る
に
至
ら
な

㈲

 い
が
、
神
の
恩
恵
に
支
え
ら
れ

 て
正
し
い
生
活
を
身
に
つ
け
よ

 う
と
努
力
し
■
て
い
る
人
々
に
も

 神
は
そ
の
摂
理
に
基
づ
き
、
救

 い
に
必
要
な
助
け
を
拒
ま
れ
る

 こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
⑱
こ

 れ
を
読
ん
だ
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

 の
一
牧
師
は
、
シ
ョ
ッ
■
ク
だ
っ

 た
と
い
っ
た
。
自
然
的
理
性
か

 ら
の
推
理
■
を
拒
み
、
聖
書
だ
け

 を
重
ず
る
彼
ら
の
立
場
と
し
て
・

 は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
も

 考
え
方
の
変
化
を
認
め
な
い
わ

 け
に
は
い
か
な
い
。

 非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

 救
い
に
づ
い
て
の
考

 え
方
、
の
変
遷
,

 十
七
世
紀
初
め
中
国
に
来
た

 』
旦
教
師
マ
テ
オ
・
リ
)チ
は
、
・

 支
那
の
三
大
宗
教
(道
教
、
仏

 教
、
儒
教
)を
、
人
類
を
地
獄

 に
ひ
き
お
と
す
七
頭
蛇
の
三
つ

 の
頭
と
考
え
た
。
イ
エ
ズ
ス
会

 と
は
、
こ
れ
に
戦
い
を
い
ど
む

 軍
団
だ
と
い
う
の
で
あ
る
始
聖

 フ
テ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
■
エ
ル
も

 キ
リ
ス
ト
教
を
全
く
知
ら
な
い

 で
死
ん
だ
、
日
本
人
の
祖
先
の

 一
救
い
に
つ
い
て
、
極
め
て
悲
観

 的
態
度
を
示
し
た
。

 と
こ
ろ
が
、
最
近
一
部
の
神

 学
者
に
よ
っ
て
、
.「
匿
名
の
キ

 リ
ス
ト
者
」
と
い
う
言
葉
が
使

 わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
リ

 ス
ト
の
救
世
の
御
業
は
、
実
際

 に
宣
教
が
行
わ
れ
、
て
い
な
い
と

 ■
こ
ろ
に
も
、
あ
.る
意
味
で
は
ゆ

 き
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
.は

 自
分
を
キ
.リ
ス
ト
教
徒
と
自
覚

 し
て
い
な
く
で
ぎ
、
集
質
的
に

 は
キ
リ
ス
ト
信
者
で
あ
る
人
が

 い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
ら

 は
神
の
恵
み
を
う
け
て
、
義
化

 き
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

 更
に
、
「
教
会
の
外
に
救
い

 な
し
。
」
と
い
う
命
題
は
、
な
が

 い
間
議
論
き
れ
て
来
た
が
、
こ

 れ
悉
教
会
外
に
と
ど
ま
っ
て
い

 る
人
は
救
わ
れ
な
い
と
い
う
こ

 と
弘
・
意
味
し
な
い
。
望
み
に
お

 い
て
教
会
に
は
い
り
、
救
わ
れ

 る
最
少
限
の
信
仰
は
、
他
宗
教

 に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
る
と
考
え

 ら
れ
る
。
そ
れ
は
直
接
に
神
信

 仰
で
な
く
て
も
な
く
て
も
、
正

 義
と
か
、
・
兄
弟
愛
、
平
和
な
ど

 の
絶
対
的
価
値
に
献
身
す
胤
こ

 と
で
も
よ
い
と
い
う
説
も
あ
る

 こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
く
る

 の
は
、
そ
れ
な
ら
ば
、
布
教
の

 必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

 い
う
こ
と
で
あ
ξ
。
少
く
と
も

 音
程
熱
心
に
、
未
信
者
の
救
霊

 の
た
め
に
働
く
必
要
は
な
い
の

 で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
こ
れ

 .は
、
公
会
議
の
教
父
達
の
考
え

 で
は
な
か
・
つ
た
。
真
の
信
仰
が

 な
け
れ
ば
、
救
い
が
ど
ん
な
に

 む
ず
か
し
い
か
を
.説
き
、
宣
教

 の
必
要
を
.強
調
し
て
い
る
。
⑯

 宣
教
の
モ
・
チ
ー
フ

 教
会
の
宣
教
の
動
機
を
考
え

 る
の
に
、
パ
ウ
ロ
六
世
の
次
の

 演
説
は
示
唆
に
と
ん
だ
も
の
で

 あ
る
。
一
九
六
五
年
五
月
十
四

 日
、
信
仰
弘
布
会
の
指
導
者
に

 大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
で
お
ら

 れ
る
。

 轍
会
の
布
.教
活
動
は
、
御
父

 が
御
子
を
永
遠
に
生
み
給
う
こ

 と
の
中
に
、
類
比
的
な
イ
メ
ー

 ジ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

 「
父
が
私
を
つ
か
わ
き
れ
た
如

 <、
私
も
あ
な
た
た
ち
葱
つ
か
■

 わ
す
。
」
(ヨ
ハ
ネ
20・

21)布

 教
は
神
の
生
命
の
流
れ
で
、
そ

 れ
は
ま
ず
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
ヌ
ト
の
名
恵
み
で
み
た
す
こ
と
教
会
は
地
上
に
お
け
る
巡
礼

 人
類
に
啓
示
き
れ
、
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
の
問
、
本
質
的
に
宣
教
的
で
あ

 と
共
に
人
類
全
体
を
墜
の
愛
教
会
全
体
が
宣
教
師
る
。
そ
れ
は
三
位
一
体
の
中
に

 の
中
に
あ
が
な
い
集
め
て
三
位
・
教
会
は
神
の
民
で
あ
り
、
司
そ
の
起
源
を
持
つ
。
御
父
は
そ

 一
体
の
ふ
と
こ
ろ
に
帰
ら
せ
る
・
祭
も
信
徒
も
区
別
な
く
、
,予
言
の
愛
と
あ
わ
れ
み
に
よ
っ
て
、

 も
の
で
あ
る
。
教
会
が
世
界
に
的
.任
務
を
も
つ
。
従
来
キ
リ
ス
人
類
を
創
造
し
、
神
の
生
命
と

 向
っ
て
働
き
か
け
、
霊
的
に
広
ト
救
国
と
み
な
き
れ
て
い
た
西
光
栄
に
あ
ず
か
る
よ
う
に
召
き

 が
る
よ
う
常
に
努
力
す
る
の
も
洋
諸
国
に
お
■
い
て
も
、
ま
ん
え
れ
た
。
神
の
こ
の
普
遍
的
計
画

 そ
の
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
聖
ん
す
る
異
教
主
義
の
た
め
に
、
は
、
御
子
を
つ
か
わ
す
こ
と
に

 パ
ウ
ロ
は
「
時
な
る
も
時
な
ら
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
と
簡
単
に
よ
っ
て
よ
り
具
体
的
に
な
る
。

 ぎ
胤
も
」
と
絶
え
ぎ
る
努
力
を
い
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

 説
い
た
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
「
布
教
」
た
事
業
は
、
地
の
果
ま
で
実
現

 の
は
か
り
知
れ
な
い
富
を
、
あ
に
つ
い
て
根
本
的
に
考
え
直
す
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事

 ま
ね
く
人
に
示
し
、
・
無
限
な
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
布
教
と
は
業
の
よ
り
完
全
な
実
現
の
た
め

 も
の
に
う
え
て
い
る
人
々
の
心
遠
い
国
に
行
っ
て
異
教
徒
に
教
に
聖
霊
が
つ
か
わ
き
.れ
る
。
教

 に
、
救
霊
へ
の
探
求
心
を
う
え
え
を
説
く
こ
ど
で
は
な
い
の
で
会
は
、
こ
の
三
位
一
体
の
事
業

 つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
あ
る
。
を
継
続
発
展
き
せ
る
た
め
に
、

 め
教
会
が
、
ま
ず
第
一
に
考
え
布
教
に
つ
い
て
の
、
教
父
達
救
い
,の
秘
跡
と
し
て
創
立
き
れ

 て
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
の
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
考
え
た
。
教
会
は
、
キ
リ
ス
ト
と
同

 が
、
キ
リ
ス
ト
は
唯
一
の
主
、
は
、
「
教
会
の
布
教
活
動
に
関
じ
く
、
清
負
・
従
順
、
奉
仕
・

 す
べ
て
の
人
の
救
い
主
で
あ
蕎
す
る
教
会
」
の
中
に
、
う
か
が
、
ぎ
せ
い
の
道
を
歩
ま
ね
ば
な
ら

 こ
と
を
宣
言
す
る
よ
う
に
、
-で
わ
れ
る
。
次
に
そ
の
い
く
つ
か
ぬ
。

 き
を
だ
け
早
く
、
世
■
界
を
キ
リ
の
点
を
指
摘
し
よ
う
。
乙
の
よ
う
に
、
「
宣
教
」
は

 ト
リ
ッ
ク
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
放

 送
が
再
開
き
れ
た
。
題
と
時
間

 は
次
の
と
お
り
。

 「
心
の
と
も
し
び
」
.

 月
曜
■
か
ら
土
曜
ま
で
、
午
前

 十
時
五
十
五
分
一
十
[時

 ご
の
番
組
は
わ
が
国
の
,す
べ

 て
の
教
区
で
放
送
き
れ
、
京
都
、

 の
善
き
牧
者
運
動
本
部
に
よ
り

 推
進
き
れ
て
い
る
。
ハ
ヤ
ッ
ト

 神
父
様
を
は
じ
め
、
カ
ト
リ
ッ

 ク
の
有
名
作
家
、
有
名
人
ゲ
ス

 ト
や
そ
の
他
→
般
か
ら
応
募
き

 れ
た
。
良
心
的
な
す
ぐ
れ
た
作

 品
が
、
河
内
桃
子
き
ん
の
流
麗

 な
朗
読
で
放
送
き
れ
る
。
イ
エ

 ス
ズ
き
ま
に
倣
っ
て
、
印
象
的

 で
ひ
き
ん
な
、
周
常
生
活
の
具

 体
例
か
ら
、
す
ぐ
れ
て
高
尚
な

 教
え
を
導
き
出
す
こ
と
が
多
い

 イ
・
エ
ズ
ス
き
ま
を
、
現
代
の
社

 会
に
ご
案
内
し
よ
う
と
す
る
。

 な
み
な
み
な
ら
の
努
力
が
よ
く

し

 た
ず
ら
に
宣
伝
や
宗
教
の
く
き

 み
を
お
し
つ
け
る
こ
と
な
く
、

 大
衆
に
と
け
こ
む
。
い
わ
ば
神

 き
ま
の
み
手
に
な
る
「
自
然
の

 美
し
き
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
こ
れ

 が
、
一
日
約
六
百
万
以
上
と
推

 定
き
れ
る
人
丸
か
ら
、
こ
の
番

 組
が
歓
迎
き
れ
る
わ
け
で
み
る

 こ
の
番
組
が
こ
の
よ
う
に
迅

 速
に
再
放
送
き
れ
た
の
は
、
た

 と
え
に
次
の
方
々
の
大
き
な
犠

 牲
と
ご
後
援
の
お
か
げ
に
よ
る

 も
の
だ
っ
た
。

 、
レ
デ
ム
プ
ト
ー
ル
会

 う
・
サ
ー
ル
会

 ザ
ベ
リ
オ
会

鹿
児
島
純
心
学
園

川
内
純
心
学
園

大
口
明
光
学
園

 、
鹿
児
島
教
区

 も
う
一
つ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
番

 組
は
■
次
の
と
お
り
。
,

 、
「
太
陽
の
ほ
ほ
え
み
」

 (四
面
へ
つ
づ
く
)

 昌い
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りト カ
、 (月刊) 第44号

 イ
エ
ズ
ス
様
の
道
徳
観

 罪
に
つ

 キ
リ
ス
ト
き
ま
は
罪

 の
た
め
に
こ
の
世
に
来

ら
れ
た

 「
牡
牛
と
牡
山
羊
と
の
血
は

 罪
を
と
り
の
ぞ
け
な
い
。
…
し

 か
も
キ
リ
ス
ト
は
、
罪
の
㊧
め

 に
一
つ
の
い
け
に
え
を
ざ
き
げ

 て
、
永
遠
に
神
の
右
に
坐
り
、

 敵
が
、
ご
じ
ぶ
ん
の
足
台
と
し

 て
足
の
下
に
お
か
れ
る
の
を
待

 っ
て
お
ら
れ
る
。
」
(ヘ
ブ
ー
0.

 の
4、
12～

珍
)、
こ
の
聖
パ

 ウ
ロ
の
こ
と
ば
は
、
キ
リ
ス
ト

(3)
い

て

ノ

 き
ま
が
罪
の
た
め
に
い
け
に
え

 と
な
ら
れ
酒
罪
を
克
服
き
れ
た
.

 こ
と
を
教
え
る
。
ま
ず
、
そ
の

 ご
託
身
は
、
一
神
き
ま
の
み
旨
で

 準
備
き
れ
、
謙
遜
の
い
け
に
え

 の
始
ま
り
で
あ
る
。
マ
リ
ア
と

 ヨ
ゼ
フ
に
従
っ
て
な
き
れ
た
私

 生
活
は
、
人
和
の
不
従
順
の
罪

 を
つ
ぐ
の
う
従
順
の
犠
牲
だ
っ

 た
。
公
生
活
の
始
め
、
キ
リ
ス

 ト
き
ま
は
、
「
世
の
罪
を
除
く

 神
の
小
羊
」
(
旦
1
の
2
9
)

 と
し
て
示
さ
れ
る
。
布
教
の
道

 す
が
ら
、
「
わ
た
し
は
罪
人
を

 呼
ぶ
た
め
に
来
た
」
(マ
、
9

 の
B)と

の
み
こ
と
ば
の
よ
う

 に
、
,罪
人
の
友
と
し
て
つ
く
き

 れ
た
。
ご
受
難
の
き
な
か
、
キ

 リ
ス
ト
き
ま
は
、
神
さ
ま
の
罪

 人
に
た
い
す
る
底
知
れ
ぬ
ご
慈

 悲
を
あ
ら
わ
す
、
次
の
こ
と
ば

 を
発
せ
ら
れ
た
。
「
父
よ
}か

 れ
ら
を
お
ゆ
る
し
く
だ
さ
い
。

か
れ
ら
は
な
に
を
し
て
い
る
か

 を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
」
(

 ル
、
23の

34)と
。
恒

 罪
の
悪
さ
,

 神
と
人
と
に
反
す
る
最
大
の

 悪
と
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
き
ま
は

 罪
の
悪
き
を
誰
よ
り
も
よ
く
知
、

 っ
て
お
ら
れ
た
。
罪
は
無
限
の

 み
い
つ
の
神
き
ま
に
背
く
の
で

 通
り
な
く
悪
い
こ
と
で
あ
る
。

 永
遠
の
神
イ
エ
ズ
ス
き
ま
が
、

 人
間
と
な
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ

 の
罪
は
あ
が
な
え
な
か
っ
た
ρ

 た
だ
罪
だ
け
が
、
被
造
物
を

 神
か
ら
ひ
き
は
な
し
、
破
滅
に

 お
と
ル
い
れ
た
。
光
り
輝
く
天

 使
は
暗
黒
の
王
と
な
り
、
神
き

 ま
の
恩
寵
で
、
身
も
心
も
美
し

 か
っ
た
人
和
は
み
じ
め
な
姿
と

 な
り
は
て
た
。
以
後
人
類
の
歴

 史
は
、
罪
の
た
め
に
幾
多
の
惨

 事
を
く
り
か
え
し
て
き
た
。
今

 も
人
は
罪
を
犯
す
こ
と
に
よ

 り
nそ
の
魂
の
美
し
き
を
失
い

 み
じ
め
な
も
の
と
化
し
て
ゆ

 く
。
「
罪
を
犯
す
人
は
み
な
罪

 の
奴
隷
で
あ
る
。
」
(ヨ
、
8

 の
32)

 そ
れ
だ
け
で
な
く
、
罪
は
、
・

 わ
た
し
た
ち
の
行
い
の
い
わ
ば

 原
動
力
と
な
る
魂
を
腐
蝕
し
て

 そ
の
力
を
そ
ぎ
、
救
霊
に
つ
い

 て
の
失
望
.へ
と
ざ
そ
・
発
ど
こ

 ろ
が
、
「
人
間
の
ど
ん
な
罪
も

 冒
漬
も
ゆ
る
き
れ
る
が
、
-し
か
、

 し
霊
に
た
い
す
る
冒
漬
は
ゆ
る

 き
れ
な
い
。
」
.(マ

、
12の

 3
1
)
の
で
あ
る
カ
f
罪
こ
そ

 人
間
を
恐
る
べ
き
永
遠
の
亡
び

 の
危
険
に
お
と
し
こ
む
の
で
あ

 る
。

 罪
人
の
友
で
あ
る
イ

 エ
ズ
ス
さ
ま

 し
か
し
、
神
き
ま
は
そ
の
み

 姿
に
似
せ
て
つ
く
ら
れ
た
人
間

 を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
、
神
の
子

 と
な
る
資
格
ま
で
お
与
え
に
な

 っ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
キ

 リ
ス
ト
き
ま
は
エ
ン
マ
ヌ
エ
ル

 (わ
た
し
た
ち
の
う
ち
に
お
い

 で
に
な
る
神
)と
な
ら
れ
た
の

 で
あ
る
9キ
リ
ス
ト
ざ
ま
は
、

 罪
人
に
た
い
す
る
神
の
す
ば
ら

 し
い
愛
を
具
体
化
き
れ
た
。

 聖
書
の
中
で
、
心
を
う
つ
、

 も
っ
と
も
美
し
い
た
と
え
話
は

 神
ぎ
ま
の
罪
人
に
た
い
す
る
愛

 を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
放
蕩

 息
子
の
た
と
え
(ル
、
15)な

 ど
は
、
ど
れ
だ
け
の
罪
人
を
改

 心
き
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
qこ
の

 ・
よ
う
な
聖
書
の
言
々
句
々
は
、

 人
聞
の
力
を
絶
す
胤
威
力
を
お

 び
て
、
罪
人
の
心
を
動
か
し
た

 罪
は
い
と
う
べ
き
だ
が
、
罪

 人
と
の
接
触
は
い
と
う
べ
き
で

 な
い
。
「
罪
人
の
仲
間
」
と
呼

 ば
れ
た
イ
エ
ズ
ス
き
ま
は
、
こ

 の
こ
と
を
よ
く
教
え
ら
れ
た
。

 罪
人
に
接
す
る
に
あ
た
っ
て
、

 手
心
を
加
え
ら
れ
る
イ
エ
ズ
ス

 一
き
ま
の
ご
態
度
は
、
絶
妙
で
あ

 る
。
シ
モ
ン
の
家
で
、
罪
の
女

 に
示
さ
れ
る
ご
態
度
は
そ
の
帖

 例
で
あ
る
。
λ
ル
、
7の
36～

 、
50) と
く
に
サ
マ
リ
ア
の
女
(ヨ

 4の
4～
20)の

場
合
は
そ
う

 だ
っ
た
」
キ
リ
ス
ト
き
ま
に
罪

 を
指
適
さ
れ
た
こ
の
女
は
、
じ

 ぶ
ん
の
心
の
い
た
み
を
の
が
れ

 よ
う
と
す
る
の
か
、
話
題
を
そ

 ら
し
て
、
礼
拝
の
場
所
に
つ
い

 て
た
ず
ね
た
。
こ
れ
に
応
ず
る

 に
、
真
の
礼
拝
の
教
え
を
以
て

 す
る
イ
エ
ズ
ス
き
ま
の
お
姿
を
一

 見
よ
う
。
よ
け
い
な
い
や
し
め

 を
き
け
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
配
慮

 相
手
の
心
情
に
順
応
す
る
そ
の

 ご
態
度
が
目
に
浮
ぶ
。
罪
人
の

 改
心
の
主
な
動
機
は
親
切
で
あ

 る
。
罪
と
は
無
闇
係
の
神
き
ま

 が
、
罪
人
に
慈
悲
を
示
さ
れ
た

 の
な
ら
、
ま
し
て
じ
ぶ
ん
も
罪

 人
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
は
、
罪

 っ
て
下
さ
る
の
で
す
。
こ
の
こ

 と
が
新
し
い
感
謝
と
賛
美
の
動

 機
で
あ
り
ま
す
。

 種
々
の
習
慣

 第
二
二
世
紀
か
ら
一
五
世
紀

 に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
で
は
荘
厳

 ミ
サ
の
あ
い
だ
司
祭
は
、
ア
ー

 ニ
ュ
ス
・
,デ
ィ
の
前
に
カ
リ
ス

 に
入
れ
た
オ
ス
チ
ア
の
小
片
を

 自
分
は
う
け
ず
㍉
助
祭
ま
た
は

 副
助
祭
に
カ
リ
ス
の
清
め
の
前

 に
拝
領
き
せ
て
い
ま
し
た
。

 教
皇
ミ
サ
や
司
教
祝
聖
の
ミ

 サ
で
甘
司
式
者
は
カ
リ
ス
を
全
,

 部
の
み
ほ
さ
な
い
で
御
血
の
旨

 部
を
の
こ
し
、
助
祭
ま
た
は
新

 訂
教
が
拝
領
し
ま
す
。

 教
皇
ミ
サ
で
は
銀
製
の
管
で

 御
血
を
拝
領
す
る
。
ド
ミ
ニ
コ
,

 会
の
司
祭
は
左
手
で
オ
ス
チ
ア

 を
と
っ
て
拝
領
し
ま
す
。

 心
・
構
え

 聖
体
拝
領
の
ど
き
の
司
祭
の
・

 、
祈
と
行
為
は
、
聖
体
の
秘
跡
に
,

 対
す
る
四
つ
の
感
情
を
あ
ら
わ

 し
て
い
ま
す
。

 ま
ず
三
回
と
な
え
る
「
主
よ

 私
は
い
た
ら
ぬ
者
:山
の
祈
に

 は
け
ん
そ
ん
な
痛
悔
の
情
が
示
・

 き
れ
、
脆
礼
と
オ
ス
チ
ア
を
う

 人
に
親
切
で
な
く
て
は
な
ら
な

 い
。
「
同
病
相
あ
わ
れ
む
」
と

 い
う
で
は
な
い
か
。
わ
た
し
た

 ち
の
仲
間
に
、
誰
が
早
く
石
を

 な
げ
う
つ
こ
と
で
き
よ
う
。
聖

 書
は
罪
の
女
に
、
誰
も
石
を
な

 げ
う
た
ず
「
一
人
一
人
去
っ
て

 い
っ
た
」
λ
ヨ
、
8の
一
～

 n)と
記
す
。
こ
れ
こ
そ
わ
た

 し
た
ち
が
と
る
は
ず
の
態
度
で

 は
な
か
ろ
う
か
。

 人
を
是
非
し
て
は
い
け
な
い

 う
わ
べ
は
明
ら
か
に
罪
に
お
ち

 い
う
て
い
る
時
で
き
え
、
そ
の

 人
を
罪
人
と
断
定
す
る
の
は
未

 だ
早
い
。
判
断
の
あ
や
ま
ち
や

 弱
き
か
ら
来
る
罪
も
あ
る
の
で

 あ
る
。 、
「
淵
は
淵
を
呼
ぶ
」

 (詩
、
姐
の
8)

 「
み
な
こ
の
杯
か
ら
飲
み
な
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 司祭の聖体拝領
(36)

ラプラント

 ミ
天
の
パ
ン
を
う
け
〃

 司
祭
は
立
っ
た
ま
ま
で
、
い

 つ
も
二
つ
の
形
色
で
聖
体
を
拝

 領
し
ま
す
や
拝
領
前
の
祈
を
ど
、

一

 な
え
た
あ
と
で
脆
礼
を
し
、
左

 手
に
二
分
き
れ
た
オ
ス
チ
ア
を

 と
り
、
親
指
と
食
指
で
つ
ま
み

 同
時
に
「
私
は
天
の
パ
ン
を
う

 け
、
主
の
御
名
其
こ
い
願
う
」

 と
と
な
え
ま
す
。

 こ
の
祈
は
聖
書
に
準
拠
ル
て

 作
ら
れ
た
も
の
で
¥司
祭
が
つ

 ぎ
に
カ
リ
ス
を
飲
み
ほ
す
と
き

 に
と
な
え
る
「
私
は
、
救
い
の

 カ
リ
ス
を
と
り
主
の
御
名
を
て
,

 い
願
う
」
(詩
二
五
の
3)

 と
対
の
祈
と
し
て
、
ヴ
こ
こ
に
挿

 入
き
れ
た
も
の
で
す
。
「
天
の

 パ
ン
」
(ヨ
ハ
ネ
六
の
32)が

 「
救
い
の
カ
ソ
ス
」
に
変
っ
た

 だ
け
で
す
。
二
つ
と
も
天
の
パ

 ン
と
救
い
の
血
の
杯
の
宴
に
自

 分
を
招
き
給
う
た
こ
と
に
つ
い

 て
、
神
に
き
き
げ
る
感
謝
の
祈

 り
で
す
。

 ケ
主
よ
、
私
は
、
い
た

 ら
ぬ
者
:〃

 オ
リ
ゲ
ネ
ス
も
聖
ヨ
ハ
ネ
・

 グ
リ
ゾ
ス
ト
モ
も
、
、
聖
体
拝
領

 、
の
と
き
に
百
夫
長
の
こ
の
言
葉

 (マ
テ
オ
八
の
8)を

と
な
え

 る
よ
う
に
、
信
者
た
ち
に
勧
め

 て
い
ま
す
や
,こ
れ
意
第
一
〇
世

 紀
頃
に
は
種
々
の
ミ
サ
典
書
に

 取
り
入
れ
ら
れ
ロ
ー
マ
ニ
く
サ

 典
書
に
最
終
的
に
採
用
き
れ
た

 の
は
一
五
七
〇
年
で
す
。
神
を

 自
分
の
家
に
、
ま
し
て
自
分
の

 胸
に
、
ふ
さ
わ
し
く
迎
え
る
ζ

 -と
の
で
き
ろ
者
は
い
な
い
』
あ

 の
百
夫
長
は
異
教
徒
で
し
た
が

 (ル
カ
七
の
5)聖

体
拝
領
の

 準
備
と
レ
て
、
か
れ
の
言
葉
を

 司
祭
や
信
者
が
と
な
え
る
こ
と

 を
教
会
は
お
そ
れ
て
は
い
ま
せ

 ん
。
典
礼
の
な
か
で
は
最
後
の

 部
分
が
少
し
変
hな
百
夫
長
の

 し
も
べ
で
な
ぐ
霊
魂
の
治
療
を

 願
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 中
世
紀
の
多
く
の
ミ
サ
典
書

 で
は
こ
の
祈
の
後
半
部
全
体
が

 変
っ
て
い
る
か
略
さ
れ
て
し
ま

 っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
4ラ
ン
ス
勿
論
ち
こ
ち
で
「
聖
父

 「
い
と
聖
な
ろ
キ
リ
ス
ト
の
お
と
聖
子
と
聖
霊
と
の
御
名
に
よ

 体
は
、
永
遠
に
祝
せ
ら
れ
よ
、
り
て
」
と
だ
け
と
な
え
て
い
ま

 お
ん
み
は
私
に
と
り
何
物
に
も
し
た
。

 ま
し
て
い
と
や
き
レ
き
御
方
に
現
在
使
用
の
祈
は
中
世
期
に

 て
在
す
、
わ
が
主
イ
エ
ズ
ス
の
と
く
に
病
人
に
聖
体
を
拝
領
き

 お
体
が
罪
人
な
冬
私
の
道
と
な
せ
る
と
き
の
、
あ
る
種
の
祈
の

 り
生
命
と
な
ら
ん
こ
と
を
」
と
文
句
か
ら
作
り
変
え
ら
れ
た
も

 い
う
風
に
全
く
別
の
祈
を
と
な
の
で
す
。
そ
の
だ
め
「
・
;私
の

 え
ま
す
。
東
方
典
礼
で
は
百
夫
霊
魂
を
永
遠
の
生
命
の
た
め
に

 長
の
言
葉
通
り
存
使
っ
て
い
ま
守
り
給
わ
ん
こ
と
を
」
と
い
う

 す
や
句
が
あ
る
わ
け
で
す
〇
一
「

 こ
の
祈
を
と
な
え
る
と
き
司
司
祭
は
「
私
の
肉
を
食
べ
私

 祭
は
、
神
殿
に
参
詣
し
た
収
税
の
血
を
の
む
人
は
永
遠
の
生
命

 史
の
よ
う
に
痛
悔
の
し
る
し
に
を
有
す
」
(ヨ
ハ
ネ
六
の
55)

 胸
を
打
ち
ま
す
。
(ル
カ
一
八
と
い
う
イ
ニ
ズ
ス
の
お
約
束
が

 成
就
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

 の
13)。

し
か
し
之
サ
の
こ
の

 す
。
御
血
を
拝
領
す
る
直
前
の

 箇
所
で
胸
を
打
つ
習
慣
は
、
第

 一
五
世
紀
か
ら
は
じ
ま
っ
た
に
祈
も
二
つ
の
語
が
出
庫
り
だ
け
で

 こ
れ
と
同
じ
で
す
b

 す
ぎ
ま
せ
ん
。

 オ
ス
チ
ア
を
う
け
る
と
き
、

 オ
ス
チ
ァ
の
拝
領
司
祭
は
二
分
き
れ
た
大
き
な
オ

 オ
ス
チ
ア
を
食
す
る
直
前
に
ス
デ
ア
を
重
ね
合
せ
、
自
分
を

 司
祭
は
「
わ
れ
ら
の
主
イ
エ
ズ
祝
福
す
る
た
め
、
ま
た
う
け
よ

 ス
、
キ
リ
ス
ト
の
御
休
が
私
の
う
と
す
る
聖
寵
を
示
す
た
め
に

 霊
魂
を
、
永
遠
の
生
命
の
た
め
十
字
架
の
し
る
し
を
し
て
、
そ

 に
守
り
給
わ
ん
こ
と
を
。
ア
ー
れ
か
ら
食
す
る
こ
と
に
な
っ
て

 メ
ン
」
之
と
な
え
ま
す
が
、
多
い
ま
す
。
ミ
サ
典
書
の
ル
ブ
り

 く
の
ミ
サ
典
書
を
見
ま
す
と
、
カ
に
よ
る
と
、
そ
の
あ
と
聖
体

 第
一
〇
世
紀
以
前
に
ぽ
司
祭
は
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
深
ぐ
沈
思

 何
も
と
な
え
て
い
ま
せ
ん
。
第
し
ま
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
べ

 一
五
世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ン
ゴ
ー
ル
の
ミ
サ
典
書
(一
匹

 ○
○
年
頃
の
も
の
)に
は
、
な

 に
を
黙
想
す
る
か
そ
の
内
容
と

 し
て
御
託
身
、
愛
徳
、
御
受
難

 イ
エ
ズ
ス
の
残
酷
な
る
御
死
去

 を
挙
げ
て
い
ま
す
。

 も
ち
み
ん
い
つ
ま
で
も
長
々

 と
黙
想
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

 記
サ
は
行
為
で
あ
り
聖
な
蕎
食

 事
で
す
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て

 は
な
ら
な
い
の
で
す
。
イ
ス
ラ

 エ
ル
人
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
出
る

 と
き
に
過
越
の
羊
を
食
べ
る
と

＼

 す
ぐ
起
ち
上
り
杖
を
手
に
し
て

 出
発
の
構
え
を
し
た
よ
う
に
て

 き
ぱ
き
と
行
動
す
べ
き
で
す
。

 司
祭
は
細
片
を
集
め
る

 聖
体
の
細
片
は
ご
く
小
さ
な

 も
の
で
も
イ
エ
ズ
ス
ご
自
身
を

 そ
っ
く
り
含
む
も
の
で
す
か
ら

 ど
ん
な
細
片
で
も
散
ら
し
た
り

 地
に
落
し
た
り
す
る
こ
と
を
教

 会
は
固
く
注
意
し
て
い
ま
す
。

 ギ
リ
シ
ャ
典
礼
は
こ
れ
ら
貴

 い
細
片
の
こ
と
を
〃
真
珠
〃
と

 よ
ん
で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
オ

 ス
チ
ア
拝
領
の
あ
と
で
司
祭
は

 聖
体
布
の
上
に
こ
ぼ
れ
て
い
る

 オ
ス
チ
ア
の
細
片
を
、
全
部
パ

 テ
ナ
で
て
い
ね
い
に
集
め
て
カ

 リ
ス
に
入
れ
ま
す
コ
従
っ
て
聖

 体
布
に
は
小
片
が
抜
け
お
ち
る

 よ
シ
な
穴
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず

 細
片
が
ひ
っ
か
か
る
よ
う
な
厚

 い
刺
繍
の
飾
り
が
あ
っ
て
は
な

 り
ま
せ
ん
。
ま
た
糊
の
き
き
す

 ぎ
た
聖
体
布
の
使
用
も
面
白
く

 あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
パ
テ
,

 ナ
で
細
片
を
集
め
る
と
き
昏
司

 祭
は
知
ら
ず
に
白
い
糊
の
粉
ま

 で
す
く
い
上
げ
て
御
血
の
な
か

 に
混
ぜ
て
し
ま
ろ
こ
と
が
、
度

 々
あ
る
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん

 'そ
う
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す

 ぐ
、
,
o

 ・
カ
...

 細
片
を
全
部
集
め
て
し
ま
つ
・

 て
か
ら
司
祭
は
「
私
に
与
え
給

 う
た
す
べ
て
の
善
に
、
私
は
何

 を
も
っ
て
、
む
く
い
て
よ
か
ろ

 う
か
」
(詩
篇
一
一
五
の
3),

 と
い
う
感
謝
の
祈
を
と
な
え
ま

 す
。 そ
れ
か
ら
右
手
で
カ
リ
ス
を

 と
り
、
詩
篇
二
五
の
別
の
節

 「
救
い
の
カ
リ
ス
を
と
り
、
主

 の
御
名
を
こ
い
願
う
」
と
と
な

 え
、
更
に
詩
篇
一
七
の
第
四
節

 「
主
の
賛
美
を
う
た
い
っ
っ
、

 こ
い
願
お
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

 私
は
敵
の
手
の
中
か
ら
救
い
出

 さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
つ
け
加

 え
ま
す
。
私
達
は
聖
体
の
宴
席

 に
招
か
れ
た
だ
け
で
な
く
、
神

 は
あ
ら
ゆ
る
敵
か
ら
私
達
を
守

」

 け
た
あ
と
の
沈
思
と
聖
な
る
細

 片
に
対
す
る
尊
敬
は
冠
実
在
し

 給
う
イ
エ
ズ
ス
の
信
仰
と
礼
拝

 の
心
の
し
る
し
で
す
。

 「
わ
れ
ら
の
主
イ
エ
ズ
.ス
・
,

 ■
キ
リ
ス
ト
の
御
体
(御
血
)が

 私
の
霊
魂
…
」
の
祈
と
詩
篇
一

 七
の
4の
祈
は
、
神
の
御
保
護

 と
永
遠
の
生
命
に
対
す
る
懇
願

 を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
あ
と

 の
四
つ
の
祈
は
、
神
が
私
達
の

 ・
心
に
下
っ
て
与
え
給
う
並
々
な

 ら
ぬ
お
恵
み
に
対
す
る
感
謝
の

 祈
で
す
。

 聖
体
拝
領
に
際
し
こ
れ
ら
四

ρ

 つ
の
聖
な
る
感
情
存
私
達
の
心

 に
常
に
わ
き
立
た
せ
て
下
さ
る

 よ
う
、
聖
体
の
秘
跡
の
熱
愛
者

 で
あ
っ
た
バ
イ
旦
ン
の
聖
パ
ス

 カ
ル
、
聖
ピ
エ
Lル
・
ジ
ュ
リ

 ア
ン
.エ
イ
マ
ー
ル
の
お
取
次

 ぎ
を
願
い
し
ま
し
よ
う
。

UI

一

 き
い
。
こ
れ
は
わ
た
し
の
血
で
一

 あ
り
、
多
く
の
人
に
罪
の
ゆ
る

 し
を
得
さ
せ
る
た
珍
に
流
さ
れ

 る
、
契
約
の
血
で
あ
る
。
」
(

 マ
、
26の

28」
r最
後
の
晩
さ

 ん
の
と
き
、
イ
エ
ズ
ス
き
ま
の

 み
心
に
相
か
っ
乞
う
す
る
二
つ

 の
渕
が
あ
っ
た
。
一
・
つ
ば
み
心

 を
お
し
つ
ぶ
す
よ
う
な
罪
の
重

 き
、
他
は
こ
れ
を
征
服
し
ょ
う

 と
す
る
神
の
無
限
の
愛
で
あ
る
,

 ・
つ
い
に
十
字
架
の
む
ご
た
ら
し

 い
い
け
に
え
に
お
い
て
、
神
き

 ま
の
愛
が
勝
利
を
は
く
し
た
。

 「
渕
は
渕
を
呼
ぶ
」
r罪
の
み

 じ
め
き
が
際
限
な
く
大
き
い
だ

 け
に
、
そ
の
た
め
に
あ
ら
わ
き

 れ
た
神
き
ま
の
慈
悲
も
無
限
で

 あ
っ
た
。
罪
が
、
わ
た
し
た
ち

 を
永
遠
の
死
を
以
て
お
び
や
か

 (三
面
よ
り
つ
づ
く
)

 月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
、
午
前

 八
時
二
十
五
分
か
ら
八
時
三

 十
分
ま
で
、
南
日
本
放
送
で

 特
記
し
た
い
こ
と
は
、
以
上

 一
の
方
々
の
ご
厚
意
に
よ
軌
こ

 の
ラ
ジ
オ
番
組
が
開
け
す
こ
と

 で
あ
る
。
こ
れ
も
純
粋
に
カ
ト

 リ
ッ
ク
の
番
組
で
♪
普
通
に
は

 ハ
ヤ
ッ
ト
神
父
さ
ま
の
話
が
、

 河
内
桃
子
き
ん
に
よ
り
則
誘
き

 れ
ス
、
。
も
っ
と
行
動
的
で
、
大

 衆
に
訴
え
る
と
こ
ろ
が
、
そ
の

 特
徴
で
あ
る
。
一

 放
送
局
側
は
、
「
み
ん
な
の

 便
宜
の
た
め
に
、
じ
ぶ
ん
た
ち

 で
放
送
き
せ
て
も
ら
っ
て
い
胤

 」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
「

 心
の
と
も
し
び
」
が
機
縁
で
、

 ご
の
よ
う
な
番
組
が
聞
け
る
の

 は
幸
い
だ
と
思
う
。
毎
週
巳
曜

 .日
を
除
き
、
毎
日
十
分
の
放
送

 時
間
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
.

 エ
リ
ア
内
の
聴
取
者
は
、
一

 目
約
十
二
万
人
。

 南
日
本
放
送
の
ラ
ジ
オ
サ
ー

 ビ
ス
エ
刀
ス
は
、
鹿
児
島
県
を

 始
め
、
宮
崎
、
熊
本
、
長
崎
県

 の
一
部
を
含
む
、
広
い
地
域
に
.

 及
ん
で
い
る
。
最
近
の
調
査
に

 よ
る
と
、
こ
の
エ
リ
ア
内
に
は

 約
八
十
万
世
帯
、
三
百
万
人
が

 ・
住
ん
で
い
る
が
、
「
心
の
と
も

 す
だ
け
に
、
罪
の
ゆ
る
し
は
、

 は
か
り
知
れ
ぬ
神
き
ま
の
恵
み

 で
あ
る
。
ご
復
活
後
の
四
十
日

 間
、
イ
エ
ズ
ス
き
ま
は
、
教
会

 の
い
し
ず
え
と
な
る
よ
う
な
大
・

 切
な
仕
事
と
な
き
れ
た
が
、
■
そ

 の
中
で
、
大
き
な
比
重
を
占
め

 る
の
は
、
罪
の
赦
し
の
権
を
与
.

 え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ご

 昇
天
に
際
し
て
の
最
後
の
み
こ

 と
ば
も
「
全
世
界
の
人
々
に
罪

 -の
ゆ
る
し
の
た
め
の
洗
礼
を
受

 け
る
よ
う
に
」
(マ
、
28の
19

 ～
20)と

い
う
こ
と
だ
ら
た
コ

 聖
霊
の
み
力
で
、
罪
を
赦
す
司

 祭
は
、
神
の
慈
悲
の
渕
を
、
罪

 の
渕
に
対
し
て
適
応
し
、
喜
ば

 し
い
勝
利
の
恵
み
を
人
々
に
与

 え
る
。

 し
び
」
の
一
目
の
聴
取
者
は
十

 二
万
人
で
あ
る
。
「
心
の
と
も

 し
び
」
の
聴
取
率
は
、
全
国
平

 均
よ
り
も
よ
ぐ
、
一
週
間
平
均

 四
%で
あ
ろ
。

 テ
レ
ビ
が
茶
の
間
の
友
と
な

 っ
た
反
プ
興
ラ
ジ
オ
は
、
台
所

 寝
室
、
仕
事
場
」
自
動
車
の
中

 ポ
ケ
ッ
ト
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
の

 中
と
い
う
ふ
う
に
、
身
近
に
人

 々
に
附
随
す
る
も
の
と
な
っ
た

 日
常
生
活
に
よ
り
密
着
し
た
も

 の
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
。
.そ
・

 の
聴
取
量
も
、
昭
和
三
十
八
年

 を
最
低
と
し
て
、
次
第
に
増
木

 し
て
い
る
コ

 現
在
、
南
日
本
放
送
だ
け
で

 敷
約
九
つ
の
宗
教
団
体
が
競

 っ
て
、
放
送
に
力
を
注
い
で
い

 る
。
ラ
ジ
オ
に
よ
る
布
教
の
効

 果
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
・

 こ
の
放
送
に
、
祈
り
と
犠
牲

 を
以
て
協
力
し
、
わ
た
し
た
ち
,

 ■
の
布
教
の
足
り
な
い
点
を
補
う

 よ
う
に
し
よ
う
。

 一
X
・
×
×
、

 な
お
、
こ
の
番
組
を
提
供
す

 る
の
に
、
・
多
額
の
費
用
が
い
る

 の
で
、
同
本
部
は
各
教
区
で
資

 金
集
め
を
し
て
お
り
「
本
教
区

 で
も
近
く
、
辻
久
子
の
バ
イ
オ

 母
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
を
ひ
ら
く

 こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
・


